
平成２４年度東郷湖活性化プロジェクト推進会議　事業一覧

分 野 ｎｏ． 事 業 名 関 係 課 実 施 主 体 備 考

1 水草肥料化 町民課 東郷池の水質浄化を進める会

2 東郷池を守るアダプトプログラム制度の推進 町民課 東郷池の水質浄化を進める会

3 水質浄化覆砂事業及び効果検証 建設水道課 鳥取県

4 シジミの生息環境改善対策 産業振興課 東郷湖漁業協同組合

5 稚魚放流調査 企画課 東郷湖・天神川サケの飼育放流プロジェクト

6 池の産物料理メニュー化促進 産業振興課 湯梨浜町商工会地域活性化委員会

7 カニバス事業 産業振興課 はわい温泉・東郷温泉旅館組合

8 特産品販売促進活動 産業振興課 産業振興課

9 観光商品造成戦略活動 産業振興課 産業振興課

10 燕趙園遊覧 燕趙園

11 道の駅燕趙園 産業振興課 燕趙園

12 ハワイトライアスロンｉｎ湯梨浜 産業振興課 ハワイトライアスロンｉｎ湯梨浜大会実行委員会

13 湯梨浜夏まつり 企画課 湯梨浜夏まつり実行委員会

14 中華コスプレ・プロジェクト 中華コスプレプロジェクト大会事務局

15 東郷湖ドラゴンカヌー大会 東郷湖ドラゴンカヌー大会実行委員会事務局

16 水源域森林育成作業 産業振興課 産業振興課

17 観光ルート整備 建設水道課 建設水道課

18 藤津公園の地盤沈下対策 建設水道課 鳥取県

19 東郷湖周道路整備事業 建設水道課 鳥取県

20 東郷荘絵図活用導入事業 生涯学習・人権推進課 生涯学習・人権推進課

21 ゆりはま塾 企画課、生涯学習・人権推進課 企画課

22 東郷湖・未来創造会議（天女の降る里づくり事業） 企画課（全課） 東郷湖・未来創造会議

23 ウオーキングリゾートプロジェクト 健康推進課　他 健康推進課

－ 24 東郷湖活性化プロジェクト推進会議 企画課　他 東郷湖活性化プロジェクト推進会議

資 源

環 境

観 光

産 業



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

東郷池の水質浄化を進める会

鳥取県みんなで守る湖沼の自然環境保全推進事
業補助金
事業費　２５３，０００円
補助率　県１／２　町１／２
※交付申請中

数値目標

取 組 名 水草肥料化

実 施 計 画

1

－

東郷池の水質（ＣＯＤ）４．５ｍｇ／ℓ

事 業 の 目 標
◆刈取量２ｔ以上
◆刈取量全量を肥料や土壌改良材としてリサイクルする。

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

　鳥取県補助金を受けて実施（補助率 県１/２　町１/２）
　生態系に配慮し、水草の発生量に注意する。刈取りは、専
門機関や漁協から助言を受けておこなう。
　実施可能な場合、刈取りによって得られた水質浄化効果に
ついては広報を行う。

町民課

計 画

実 施 の 方 針

現在のところ進捗なし

－

目標に対する達成度

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

分　　野 環境

目　　標 東郷池を昔の美しい姿に

現 在 ま で の 評 価

財 源 の 確 保

東郷池に繁茂する水草が枯れて腐敗し、水質の悪化を招く前にこれを取
り出すことにより、池内の富栄養化物質の除去を行う。
また、刈取った水草は肥料として利用して環境学習や自然保護への啓発
とする。
平成23年度は水草が発生しなかったため、刈取りを中止。
今年度の実施時期や刈取量については、生態系に配慮し、各機関と協議
の上で決定する。

最 終 評 価

－

実 績

水草刈取実施 水草肥料・水
草バーク材の

配布 

参加団体等と 保育所・学校等で肥料利用 鳥取県に補助
金交付申請 

水草刈取実施 水草肥料・水
草バーク材の

配布 

参加団体等と実施の可否・

実施の方法について検討 

保育所・学校等で肥料利用 

鳥取県に補助
金交付申請 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

数値目標 東郷池の水質（ＣＯＤ）４．５ｍｇ／ℓ

分　　野 環境

目　　標 東郷池を昔の美しい姿に

取 組 名 東郷池を守るアダプトプログラム制度の推進

2

町民課 東郷池の水質浄化を進める会

実 施 計 画

住民活動により池周辺の環境美化を推進する「東郷池を守り育てるアダ
プトプログラム」を年度を通じて実施する。

平成２４年６月町報でアダプトプログラム活動を周知。
平成２４年度を通して、新規団体の勧誘を実施。
参加団体の活動が円滑に進むよう、ごみ袋・軍手の配布やごみ収集を行
う。

財 源 の 確 保

実 施 の 方 針

　鳥取県補助金を受けて実施（補助率 県１／２　町１／
２）
　活動を町報等で周知するとともに、年度を通して参加団体
の勧誘を行う。また、参加団体と連携を取りながら、活動し
やすいよう支援を行っていく。

今後の勧誘団体　東郷池周辺の自治区　学校　他
その他、すでに参加している団体へも、再度、町報の紹介記
事等を送付して参加者の増に努める。

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

町報6月号で平成23年度の活動実績を報告予定。
平成23年度　活動回数77回（前年度比24回増）
　　　　　　参加人数836人（前年度比119人増）
　　　　　　参加団体25団体（前年度比3団体増）
　

鳥取県みんなで守る湖沼の自然環境保全推進事
業補助金
事業費　２５３，０００円
補助率　県１／２　町１／２
※補助金交付申請中

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

計 画

実 績

現 在 ま で の 評 価 各団体に前年度実績を照会し、町報6月号に掲載予定。 最 終 評 価 －

事 業 の 目 標
参加団体30団体（5団体増）　参加人数1,000人（参加者2割
増）

目標に対する達成度 －

町報に前年度

実績を紹介 

各団体に前年

鳥取県に補助
金交付申請 

各団体に前年

度実績を照会 
鳥取県に補助
金交付決定 

各団体に前年

度実績を照会 活動支援・新規参加団体勧誘・広報 
鳥取県に補助
金交付申請 

鳥取県に補助
金交付決定 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

鳥取県

（県事業）
予算額：８，１１６千円

数値目標

取 組 名 水質浄化覆砂事業及び効果検証

実 施 計 画

3

―

東郷池の水質（ＣＯＤ）４．５ｍｇ／ℓ

事 業 の 目 標
◆覆砂による効果を検証する。
　（覆砂による水質及び底生生物の改善）

鳥取県

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

覆砂施工により底質及び一部において底生生物に改善が見ら
れたが、その効果及び持続性を検証するために継続して調査
を行う。
以下の項目について、調査・検証を行う。
・底質
・底泥からの窒素・リンの溶出速度
・溶存酸素消費速度
・浮泥の再堆積状況
・新生堆積物にかかる沈降物質、沈降量、沈降速度

建設水道課

計 画

実 施 の 方 針

覆砂工事は、平成21、22年度に水深3.5ｍ以深の0.10ｋｍ２
に実施した。
平成21～23年度に効果検証調査を実施しており、今年度も継
続実施する。

―

目標に対する達成度

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

分　　野 環境

目　　標 東郷池を昔の美しい姿に

現 在 ま で の 評 価

財 源 の 確 保

水質悪化の原因となるヘドロを砂により封じ込めることにより、透明度
の拡大、貧酸素影響の低減、悪臭発生の減尐等の水質環境の改善を図る
もの。
平成２２年度で覆砂工事は終わり、平成２１年度から実施している覆砂
効果の検証調査を今年度も引き続き実施する。

最 終 評 価

―

実 績

打合せ会 現地調査 最終報告 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①

②

③

①

②

③

目標に対する達成度 －

最 終 評 価 －

一般財源：1／3
事業主体：2／3

③環境にやさしい農業を営む農業者の認定推進。東郷湖に水質にも影響のある化学肥
料や農薬の低減につなげていく。

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

計 画

実 績

③将来的には「鳥取県特別栽培農産物認証制度」の特別栽培農産物への
認証に向けて、レベルアップし、継続して推進を図っていく。 ③　現在のところ進捗なし

財 源 の 確 保
②東郷池クリーンアップ事業
東郷池の湖面・湖底のゴミを回収し、処理する。
東郷湖漁協を実施主体とし、船舶・ジョレン等により湖面及び湖底のゴミを回収す

実 施 の 方 針

①鳥取県から砂の提供を受け、シジミの生息域に覆砂を実施し、環境改
善を図る。

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

①　現在のところ進捗なし

②東郷池の湖面・湖底のゴミを回収し、処理する。
平成21年度からの継続実施事業で、湖底や沖に浮かぶゴミなど、回収が
困難なものも取り除くことができるため、きめ細かな対応が可能とな
る。

②　現在のところ進捗なし

分　　野 環境

目　　標 東郷池を昔の美しい姿に

4

実 施 計 画

現 在 ま で の 評 価 －

事 業 の 目 標

◆継続することで効果が表れることから、砂の確保について協力を行
う。
◆ゴミの回収量を前年の１割減とする。※台風被害により大幅増
　平成23年度66.8㎥→平成24年度19.6㎥(H23目標を採用)
◆ＪＡ、普及所と協力し、継続的な周知・指導を行う。
◆減農・減肥となる栽培暦の作成、推進を図る。

東郷湖漁業協同組合

一般財源：1／3　実施主体：2／3
①シジミの生息環境改善を目指し、覆砂を実施する。

産業振興課 湯梨浜町、鳥取県

数値目標

取 組 名 シジミの生息環境改善対策

東郷池の水質（ＣＯＤ）４．５ｍｇ／ℓ

継続的な周知・指導 

計画策定、事業実施 実績報告 

計画策定、事業実施 実績報告 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

分　　野 環境

目　　標 東郷池を昔の美しい姿に

サケの飼育放流プロジェクトに町として協力参加する。活動状況はホー
ムページ等で紹介し、環境浄化に向けた啓発と東郷湖活性化プロジェク
ト事業の取り組みを広く宣伝する。

◆事業の進捗状況を随時ホームページ等で公開する。

１２月上旬　発眼卵受取（予定）
３月中旬　放流（予定）

－

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

現在のところ進捗なし。

目標に対する達成度 －

5

企画課

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

最 終 評 価現 在 ま で の 評 価 －

事 業 の 目 標

実 施 の 方 針

計 画

財 源 の 確 保

東郷池の水質（ＣＯＤ）４．５ｍｇ／ℓ

実 施 計 画

実 績

東郷湖・天神川サケの飼育放流プロジェクト

既定予算で対応

数値目標

取 組 名 稚魚放流調査

企画課

発眼卵受取 稚魚飼育 放流 

ＨＰ等による情報提供 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

分　　野 観光

目　　標 東郷池を観光振興の拠点に

現時点で、特段の新規実施メニューなし。
新たな池の産物料理メニュー化について、町商工会等と検討していく。

◆町内の飲食店でのメニュー化を図る。
　（池の産物を活用した料理のメニュー化）

湯梨浜町商工会ホームページで東郷池のシジミを活用した料
理を広くＰＲする。
湯梨浜町主催の「ゆりはま市」、町商工会主催の「ゆりはま
大漁まつり」にてシジミを活用した料理を出品し、観光客・
住民等への周知を図る。

―

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

現在のところ進捗なし

目標に対する達成度 ―

6

湯梨浜町商工会地域活性化委員会

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

最 終 評 価現 在 ま で の 評 価 ―

事 業 の 目 標

実 施 の 方 針

計 画

財 源 の 確 保

観光人口（宿泊客）年間２０万人

実 施 計 画

実 績

湯梨浜町商工会地域活性化委員会

特になし

数値目標

取 組 名 池の産物料理メニュー化促進

産業振興課

湯梨浜町商工会ホームページにレシピ掲載。「ゆりはま市」、「ゆりはま大漁まつり」にてシジミを活用した料理の出品。町内の飲食店でのメニュー化 湯梨浜町商工会ホームページにレシピ掲載。「ゆりはま市」、「ゆりはま大漁まつり」にてシジミを活用した料理の出品。町内の飲食店でのメニュー化 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

はわい温泉・東郷温泉旅館組合

はわい温泉・東郷温泉旅館組合事業で実施

数値目標

取 組 名 カニバス事業

実 施 計 画

7

－

観光人口（宿泊客）年間２０万人

事 業 の 目 標
◆カニバスツアーを通じて誘客促進を図るとともに、町内施
設への波及効果を狙う。

はわい温泉・東郷温泉旅館組合

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

カニバスツアーを従来どおり実施する。
松崎地区の団体と連携し、街あるき新聞を作成・配付。旅館
のみならず施設や飲食店への波及効果を狙う。

産業振興課

計 画

実 施 の 方 針

現在のところ進捗なし

－

目標に対する達成度

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

分　　野 観光

目　　標 東郷池を観光振興の拠点に

現 在 ま で の 評 価

財 源 の 確 保

はわい温泉・東郷温泉旅館組合事業で、冬季の誘客事業「カニバス」を
実施中。

最 終 評 価

－

実 績

カニバス実施 事業内容検討 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

分　　野 観光

目　　標 東郷池を観光振興の拠点に

①町の特産品（二十世紀梨等）について、東京新橋のアンテナショップ
にイベント出展するなど、町の魅力として発信する。（年１回以上）
②地元食材を使ったアイスクリームを開発。町の新しい食の魅力として
発信していく。（年3回以上）

各種イベントへの出展を通して、食を素材とした湯梨浜の魅
力発信に努め、湯梨浜の認知度向上を図る。

既定経費で対応。
①町単独事業として、東京や関西地区など効果の上がること
を考慮に入れ、販売促進活動を検討していく。
②県内イベントを中心に出展し、地元での認知度を高める。

―

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

現在のところ進捗なし

目標に対する達成度 ―

8

産業振興課

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

最 終 評 価現 在 ま で の 評 価 ―

事 業 の 目 標

実 施 の 方 針

計 画

財 源 の 確 保

観光人口（宿泊客）年間２０万人

実 施 計 画

実 績

産業振興課

町特産品ＰＲ事業として、旅費、販売促進チラ
シ印刷等４７９千円計上。その他、観光協会、
とっとり梨の花温泉郷事業等経費で対応。

数値目標

取 組 名 特産品販売促進活動

産業振興課

イベント出展 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

産業振興課

数値目標

取 組 名 観光商品造成戦略活動

実 施 計 画

9

－

観光人口（宿泊客）年間２０万人

事 業 の 目 標
4つの着地型観光プランを活用して、湯梨浜の魅力発信に努
め、湯梨浜の認知度向上を図る。

産業振興課

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

既定経費で対応。
◆既存の着地型観光商品宣伝（情報説明会、観光客誘致宣伝
キャラバンの実施）及び維持。
◆ボランティアガイドを養成し、地域全体での観光おもてな
しの機運を醸成する。

産業振興課

計 画

実 施 の 方 針

現在のところ進捗なし

－

目標に対する達成度

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

分　　野 観光

目　　標 東郷池を観光振興の拠点に

現 在 ま で の 評 価

財 源 の 確 保

既存観光商品である今滝「滝床料理」企画、東郷梨選果場見学ツアー、
野花梅渓散策ツアーの継続宣伝や維持に努めるとともに、4月から新たに
企画スタートした「倭文神社」参拝プランを円滑に運営する。

最 終 評 価

－

実 績

通年実施（３企画）  通年実施（４企画）  



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

分　　野 観光

目　　標 東郷池を観光振興の拠点に

　燕趙園～望湖楼発着とした東郷池遊覧を実施する。
　団体ツアー等の受け入れを中心に、船の所有及び運行主体である望湖
楼と協議しながら、誘客を促進する。

年間利用者目標を2,000人とする。
※H23年度実績1,905人

・旅行会社を中心に遊覧船プランを提案。
・燕趙園～望湖楼発着（片道はバス）の乗船・降船を行う。

－

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

◆５月２７日　３０名程度受け入れ。

目標に対する達成度 －

10

燕趙園

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

最 終 評 価現 在 ま で の 評 価
◆ご利用実績の多い秋の行楽シーズンに向けて、さらに取り
組みを強化する。

事 業 の 目 標

実 施 の 方 針

計 画

財 源 の 確 保

観光人口（宿泊客）年間２０万人

実 施 計 画

実 績

燕趙園

　船の保持、使用等については望湖楼
　燕趙園側桟橋に係る諸経費については燕趙園

数値目標

取 組 名 燕趙園遊覧

随時受け入れ 

受け入れ 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

数値目標 観光人口（宿泊客）年間２０万人

分　　野 観光

目　　標 東郷池を観光振興の拠点に

取 組 名 道の駅燕趙園

11

産業振興課 燕趙園 燕趙園

実 施 計 画

　平成２３年４月２３日燕趙園の売店・レストラン周辺が「道の駅」と
して認定され、再オープンした。これを契機に引地地区周辺の観光振
興、地域の活性化に向けて取り組む。
　道の駅に求められる「情報発信機能」・「休憩機能」・「地域の連携
機能」という役割を念頭に置きながら、イベントの開催や情報の発信を
充実し、地域の拠点施設として利用促進に努める。

財 源 の 確 保

実 施 の 方 針

◆「観る」・「食う」・「買う」の三つの柱で周辺の賑わい
を創出する。
◆湯梨浜町の魅力を情報発信し、地域経済への波及効果及び
観光振興を図る。
◆農産品販売拠点としての確立を図る。
◆イベントを開催することにより地元特産品の情報発信や販
売促進を行う。

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

◆４月２１日～２７日、誕生祭を開催。
◆１，７００名程度の利用。

既定予算で対応

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

計 画

実 績

現 在 ま で の 評 価
◆今後も、燕趙園のイベント開催時に合わせてイベントを開
催するなど、燕趙園及び道の駅燕趙園を中心とした賑わいを
演出する。

最 終 評 価 －

事 業 の 目 標
拠点施設として、周辺の賑わいを創出する。
◆道の駅利用者の集客促進を図る。
◆農産物卸売者の生産及び販売促進を図る。

目標に対する達成度 －

随時イベント開催  

誕生祭  

誕生祭  



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

分　　野 観光

目　　標 東郷池を観光振興の拠点に

東郷池の魅力向上、観光振興、地域の活性化に向けた取り組み。
東郷池及び東郷池周辺を活用し開催。
【一般、日本選手権中国ブロック予選会、日本学生選手権大会中国地区予選会ほ

か】

　　　　　 スイム1.5km・バイク40km・ラン10km 　  　定員　320名
【リレー】   スイム1.5km・バイク40km・ラン10km 　  　定員　30組
【ジュニアA：中学生】　スイム0,375km・バイク11.5km・ラン2.5km　定員　30名
【ジュニアB：高校生】　スイム0,75km・バイク23ｋｍ・ラン5ｋｍ　定員30名

◆宿泊者の呼び込みを図る。（県外参加者の30％以上/家族含
む）
◆ボランティアの応募を推進する。（450人以上）

実行委員会を立ち上げて実施
◆WEBで選手･ボランティア募集（トライアスロン情報サイト
から情報発信）
◆地域住民からボランティアを募集、地域住民の参画により
地域の活性化を図る。
◆コースを東郷池周辺に設定（東郷池周辺の地域資源と湖周
を健康づくりの観光ルートとして展開）
◆湯梨浜町の魅力を情報発信し、地域経済への波及効果及び
観光振興を図る。

－

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

■一般　３１１名、学生　２０名、ジュニア　１６名
　リレー１３組
■競技案内資料発送、配宿決定案内
■ボランティア・スタッフ　６００名
　説明会　６月３日開催
■メディア露出：ラジオ、道の駅パンフ、インターネットほ
か
■宿泊：事務局受付　３２名
■専門部会：６月５日開催（最終打合せ）

目標に対する達成度 －

12

ハワイトライアスロンｉｎ湯梨浜大
会実行委員会

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

最 終 評 価現 在 ま で の 評 価 予定通り進捗している

事 業 の 目 標

実 施 の 方 針

計 画

財 源 の 確 保

観光人口（宿泊客）年間２０万人

実 施 計 画

実 績

ハワイトライアスロンｉｎ湯梨浜大会実行委員会

参加費、県補助金、町補助金、toto助成金、協賛
金ほか

数値目標

取 組 名 ハワイトライアスロンｉｎ湯梨浜

産業振興課

説明会5日 

大会19日 選手募集 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集 

実行委員会 大会開催の効果・検

説明会3日 

大会17日 選手募集 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集 

実行委員会 大会開催の効果・検証 

説明会5日 

大会19日 選手募集 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集 

実行委員会 大会開催の効果・検

説明会3日 

大会17日 選手募集 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集 

実行委員会 大会開催の効果・検証 

選手募集 

説明会3日 

専門部会5競技案内発送 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

実行委員会 実行委員会 開催

実行委員会

湯梨浜夏まつり実行委員会

補助金、寄付金等

数値目標

取 組 名 湯梨浜夏まつり

実 施 計 画

13

－

観光人口（宿泊客）年間２０万人

事 業 の 目 標
◆湯梨浜夏まつりの認知度の向上させるため、湯梨浜夏まつ
りＨＰのアクセス数３，０００以上（６～８月）

湯梨浜夏まつり実行委員会

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

実行委員会で祭りの内容等を決定、実施する。
ＨＰ、観光雑誌などを通し、全国ＰＲを行う。

企画課

計 画

実 施 の 方 針

5月10日　第１回水郷祭実行委員会を開催、内容・業務分担
確認

－

目標に対する達成度

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

分　　野 観光

目　　標 東郷池を観光振興の拠点に

現 在 ま で の 評 価

財 源 の 確 保

地域に根付いた伝統行事や湖上花火大会など東郷池の魅力向上を図ると
ともに、地域活性化及び観光振興に向けた取り組みを実施する。

最 終 評 価

－

実 績



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

分　　野 観光

目　　標 東郷池を観光振興の拠点に

湯梨浜町及び東郷池畔にある中国庭園「燕趙園」の認知度を高めていくと
ともに、温泉地を中心とした観光振興等幅広い波及効果を期待する。

参加者の増加を図り、本町及びイベントの魅力を発信する。
◆参加者数を前年度以上とする。
〔平成２３年度日本大会：１１２名、アジア大会：１５５名
（内、韓国から１１名）〕

◆全国から参加者を募り、幅広く湯梨浜町をＰＲする。
◆若者の確保と交流人口の拡大を図る。

－

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

◆第１２回中華コスプレ日本大会
　平成２４年５月１９日（土）、２０日（日）開催。
　１９４名参加。
　撮影会・交流会
◆第５回中華コスプレアジア大会
　平成２４年１１月１０日（土）、１１日（日）開催予定。

目標に対する達成度 50%

14

中華コスプレプロジェクト大会事務局

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

最 終 評 価現 在 ま で の 評 価

◆今大会では、過去最高人数の登録をいただいた。専用ブログが徐々に
浸透してきたことや、まんが王国とっとり共催イベントとして周知が図
れたことが大きな要因であると思われる。
◆参加者の大半はほぼリピーターであるが、今大会は半分以上が新規の
参加者であり、インターネット戦略が新たな参加者の確保、掘り起しに
つながっている。
◆更衣室の拡大、本町を巡回するループバスの運行（今滝、倭文神社、
めぐみのゆ公園など）、宿泊施設への送迎など、参加者の満足度の向上
に努めた。

事 業 の 目 標

実 施 の 方 針

計 画

財 源 の 確 保

観光人口（宿泊客）年間２０万人

実 施 計 画

実 績

中華コスプレプロジェクト大会事務局

寄付、補助金、参加費等

数値目標

取 組 名 中華コスプレ・プロジェクト

中華コスプレアジア大会  中華コスプレ日本大会  

中華コスプレ日本大会  

中華コスプレアジア大会  



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

東郷湖ドラゴンカヌー大会実行委員会事務局

寄付、補助金、参加費等

数値目標

取 組 名 東郷湖ドラゴンカヌー大会

実 施 計 画

15

－

観光人口（宿泊客）年間２０万人

事 業 の 目 標
参加チームの増加を図り、幅広く東郷池の魅力を発信する。
◆目標100チーム　県内外のチームを幅広く募る。

東郷湖ドラゴンカヌー大会実行委員
会事務局

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

◆各種の部門設定により、幅広い参加者を募り湯梨浜町をＰ
Ｒする。
◆会場はハワイ夢広場。（昨年大会から、あやめ池スポーツ
センターより会場変更）
◆昨年の反省を踏まえ、屋台等を充実しながら参加者の満足
度の向上を図る。

計 画

実 施 の 方 針

◆第１２回東郷湖ドラゴンカヌー大会
　平成２４年８月２６日（日）開催予定。
　平成２４年６月中旬頃から参加受付開始。（～７月末日）

－

目標に対する達成度

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

分　　野 観光

目　　標 東郷池を観光振興の拠点に

現 在 ま で の 評 価

財 源 の 確 保

東郷池の魅力向上、地域活性化、観光振興に向けた取り組みを実施す
る。

最 終 評 価

－

実 績

ドラゴンカヌー大会  参加者募集  



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

森林組合等と調整・森林現況調査等 広報・ＰＲ 間伐事業・竹林整備事業等の実施 竹林整備と併せてタケノコ生産ＰＲ

産業振興課

緑の産業再生プロジェクト事業補助金
鳥取県森林環境保全税関連事業（竹林整備事
業）補助金

数値目標

取 組 名 水源域森林育成作業

実 施 計 画

16

－

シジミ年間漁獲量２００トン

事 業 の 目 標 ◆竹林の整備1.5ｈａ以上、森林間伐２０ｈａ以上の推進。

産業振興課

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

森林組合等と連携し、森林巡視調査の実施及び間伐事業等の
推進を図る。森林、竹林所有者への広報、ＰＲにより、事業
実施の推進を図る。　竹林整備については、タケノコ生産と
併せて推進していく。

産業振興課

計 画

実 施 の 方 針

現在のところ進捗なし

－

目標に対する達成度

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

分　　野 産業

目　　標 東郷池の周辺環境を活かした農林水産業の振興を

現 在 ま で の 評 価

財 源 の 確 保

緑の産業再生プロジェクト事業による間伐事業等による森林整備の推
進。
竹林整備事業と併せてタケノコ生産の振興を図り里山環境の改善を推
進。
中部森林組合によるクヌギ分収造林の推進。

最 終 評 価

－

実 績



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

分　　野 資源

目　　標 東郷池周辺の地域資源を磨き次の世代への継承を

今滝へ大型観光バスでの乗り入れを可能とするため、町道今滝線の改良
を実施する。

道路拡幅工事を実施することにより、大型観光バス等の利便
性に寄与する。

平成24年度内で工事完成まで実施する。

－

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

○当事業について国費の内示があり、交付申請を提出。今後
交付決定を受け、用地確保及び関係機関との協議を進めてい
く。

目標に対する達成度 10%

17

建設水道課

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

最 終 評 価現 在 ま で の 評 価 概ね計画通りの進捗となっている。

事 業 の 目 標

実 施 の 方 針

計 画

財 源 の 確 保

各事業の目標値を９０％以上達成

実 施 計 画

実 績

建設水道課

（町予算：社会資本整備総合交付金）
予算額：40,000千円

数値目標

取 組 名 観光ルート整備

建設水道課

交付申請～決定 測量調査・用地交渉・関係機関協議など 道路改良工事 

交付申請 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

鳥取県

（県予算）
・平成２３年６月定例会において、地盤沈下対
策工事費が計上。
・全事業費80,000千円（内繰越事業費58,000千
円）

数値目標

取 組 名 藤津公園の地盤沈下対策

実 施 計 画

18

概ね計画通りの進捗となっている。

各事業の目標値を９０％以上達成

事 業 の 目 標
◆浸水区域を改修し、公園利用者の安全性及び利便性の向上
を図る。

鳥取県

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

地盤沈下対策工事を計画通り進捗させる。

建設水道課

計 画

実 施 の 方 針

○工事は、平成23年10月下旬から現地着手。
○工事の一部を、現在繰越事業で実施中、平成24年6月末ま
での完了を目指す。
○現在の工事進捗状況
①多目的広場：完成
②カヌー乗場：完成
③水生植物園：施工中
④あやめ池スポーツセンター西側の浸水対策：完成
⑤めだか池周辺の浸水対策：完成
⑥駐車場内の浸水対策：完成

―

目標に対する達成度

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

分　　野 資源

目　　標 東郷池周辺の地域資源を磨き次の世代への継承を

現 在 ま で の 評 価

財 源 の 確 保

地盤沈下対策工事は、平成24年6月末までの完了を目指す。
◆改修計画
①多目的広場②カヌー乗場③水生植物園④あやめ池スポーツセンター西
側の浸水対策⑤めだか池周辺の浸水対策⑥駐車場内の浸水対策

最 終 評 価

95%（全体工事の進捗)

実 績

改修工事 

改修工事 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

東郷湖周道路で歩道未整備区間は、県道の藤津～宮内区間と松崎駅前区
間となる。平成24年度に藤津～宮内区間は事業着手、松崎駅前区間は東
郷池河川整備計画との関連があるため、来年度以降に調査費を予算要求
する予定。

建設水道課 鳥取県

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

各事業の目標値を９０％以上達成

事 業 の 目 標

鳥取県

（県予算）
平成24年度事業費20,000千円（測量設計）
県道東郷羽合線（藤津～宮内区間）歩道設置事
業

19

－ 最 終 評 価

―

財 源 の 確 保

分　　野 資源

目　　標 東郷池周辺の地域資源を磨き次の世代への継承を

実 績

計 画

数値目標

取 組 名

実 施 計 画

東郷湖周道路整備事業

―

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

◆県道東郷羽合線（藤津～宮内区間）歩道設置事業
計画延長Ｌ＝８６０ｍ、Ｗ＝６．０ｍ（１０．０ｍ）
当路線の測量調査設計業務を実施する。

○平成24年度予算において、県道東郷羽合線（藤津～宮内区
間）歩道設置事業費が確保され、事業着手が決定。

目標に対する達成度

実 施 の 方 針

現 在 ま で の 評 価

歩道設置による歩行者の安全確保と幅員狭小区間の解消によ
る交通の円滑化。

設計業務発注 測量調査設計業務実施 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

生涯学習・人権推進課

既定予算で対応

数値目標

取 組 名 東郷荘絵図活用導入事業

実 施 計 画

20

－

各事業の目標値を９０％以上達成

事 業 の 目 標
◆恒常的な文化財解説ボランティアの配置。
◆東郷湖周の貴重な文化財について町内外へ発信。

生涯学習・人権推進課

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

◆文化財解説ボランティアの資質の維持及び向上のため、定
期的に毎年2回研修会（町内文化財見学会）を開催し、その
際に案内役の実習を実施する。
◆東郷池周辺の文化財をテーマに歴史講演会を開催する。

生涯学習・人権推進課

計 画

実 施 の 方 針

現在のところ進捗なし

－

目標に対する達成度

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

分　　野 資源

目　　標 東郷池周辺の地域資源を磨き次の世代への継承を

現 在 ま で の 評 価

財 源 の 確 保

◆文化財解説ボランティアの活用及び研修
◆文化財啓発講演会

最 終 評 価

－

実 績

第1回ボランティア研修 
（町内文化財見学） 湯梨浜町歴史講演会 第２回ボランティア研修 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

第3回学習会

事業の進捗状況を随時ホームページ等で公開する。

※H23.11.2発足。現在、塾生9名。
※塾生は、定期的に学習会を開催し、自主的に学習活動に取
り組んでいる。
※生涯学習・人権推進課と連携しながら事業を行っている。
※随時ホームページで活動状況を紹介している。

各事業の目標値を９０％以上達成

事 業 の 目 標

－

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

◆5月18日　第3回学習会（塾生主催）

目標に対する達成度

現 在 ま で の 評 価

分　　野 資源

目　　標 東郷池周辺の地域資源を磨き次の世代への継承を

◆学習会（塾生主催）年6回程度開催
◆ゆりはま塾（町主催）年4回程度開催
◆生涯学習・人権推進課と連携して事業を行う

数値目標

取 組 名 ゆりはま塾

実 施 の 方 針

町の歴史、伝統、自然等に関する講座で知識・技術等を習得し、次世代
への継承を図る。

21

企画課、生涯学習・人権推進課 企画課

最 終 評 価

10％

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

計 画

実 施 計 画

実 績

企画課

塾生主催の学習会（年6回程度）
町主催のゆりはま塾（年4回程度）

財 源 の 確 保

既定予算で対応



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

　

行政（町・県）、各関係団体、町民 東郷湖・未来創造会議

東郷湖・未来創造会議で集約した事業を具現化するため、新たに東郷湖のシンボルとして設定した天女によるま
ちづくりを積極的に推進する。
■具体的に展開するプロジェクト
天女イメージ創造プロジェクト／東郷湖周整備プロジェクト／ウオーキングリゾートプロジェクト／花と緑の夢
空間プロジェクト／住民参加型共育・協働プロジェクト／森里海連環プロジェクト／ゆりはまものづくりプロ
ジェクト／新３Ｋ創出プロジェクト／サービス機能増強プロジェクト／魅力あるイベント創造プロジェクト

財 源 の 確 保

■鳥取県「まんが王国とっとり」国家戦略プロジェクト推進補助金（「ま
んが王国とっとり」協働推進事業）　1,000千円
■市町村交付金
■単独事業

事 業 の 目 標

数値目標 各事業の目標値を９０％以上達成

分　　野 資源

目　　標 東郷池周辺の地域資源を磨き次の世代への継承を

取 組 名 東郷湖・未来創造会議（天女の降る里づくり事業）

企画課（全課）

東郷湖・未来創造会議で集約した事業のうち、特にイメージ戦略の推進に係
る事業の進捗を図っているところ。キャラクターデザインの募集について
は、ホームページ等で開始したほか、宣伝媒体（月刊公募ガイド６月８日発
売号、７月９日発売号）による一般公募を予定。

最 終 評 価 －

22

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

計 画

実 績

実 施 の 方 針

現 在 ま で の 評 価

実 施 計 画

東郷湖・未来創造会議で集約した事業の具現化へ向けて、中長期的な発展戦
略として事業展開する。
事業の推進にあたっては、より横断的な取り組みが図れるよう体制を整備す
る。

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

天女をキーワードとした取り組みを普及、啓発するため、天女イメージキャ
ラクターの製作を中心とした「天女イメージ創造プロジェクト」を推進。

◆提案事業の推進に努めるとともに、アクションプログラムを２つ以上具現
化する。
◆進捗状況を随時ホームページで公開する。

目標に対する達成度 －

天女イメージ創造プロジェクト 

キャラクターデザイン募集 方針協議決定 第１次選考／第２次選考 

商標出願前簡易調査 

応募作品整理 著作権譲渡契約書締結 

キャラクター愛称募集 選考 

商標出願前簡易調査 

キャラクター／愛称発表 キャラクターグッズほか製作 

天女シンポジウム 

天女イラスト製作依頼（漫画家） 

方針町長協議 

募集要項等作成 

まんが補助金申請／採択 

特許等無料相談会 

（商標・意匠登録

キャラクターデザイン募集開始 

（ＨＰほか） 

その他のプロジェクト 

個別事業の詳細検討 

健康づくり郷ネットワーク事業（ウオーキングリゾート）協議 

韓国ウオーキング視察対応（ウオーキングリゾート） 

ウオーキングリゾート協議 



平成２４年度　東郷湖活性化プロジェクト事業実施計画

Ｎｏ．

関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

分　　野 資源

目　　標 東郷池周辺の地域資源を磨き次の世代への継承を

　住民の健康増進を推進するとともに、東郷湖周辺を中心とするウォー
キングの普及啓発を図るため、ノルディックウォーク公認指導員を養成
し、関係団体と連携を図りながらウォーキングの講習会や大会等を開催
する。
　また、中部福祉保健局が実施する「みんなでノルディックin中部事
業」の中で湯梨浜町のコース設定をして町内外へ普及啓発を図る。

ノルディックウォーク普及啓発事業参加者を延べ300人以上
とする。

◆一般公募８名、スポーツ推進委員２名、合計１０名のノル
ディックウォーク公認指導員を養成する。
◆養成後の公認指導員を講師として講習会等を実施するとと
もに、ウォーキングを普及啓発している関係団体やボラン
ティアガイドなどとも連携を図る。
◆みんなでノルディックin中部事業で設定されるコースの普
及啓発を図る。

－

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

■県から照会のあった「みんなでノルディックin中部事業」における湯
梨浜町内で候補となるウォーキングコースを報告した。
天女の降る里コース（東郷湖一周）、歴史文化満喫コース（馬の山、藩
倉）、潮風と港町コース（潮風の丘、泊港）、滝コース（今滝、不動
滝）、里山コース（国信、別所）
■５月１日から１８日にかけてノルディックウォーク公認指導員養成講
座受講生を募集し、一般公募８名を決定した。
■スポーツ推進委員２名については、スポーツ推進委員の６月定例会で
決定していただくく予定。
※4月28日に鳥取県が開催した「ケータイで健康づくりウォーク」（龍
鳳閣発着）には多くの参加者があつた。

目標に対する達成度 －

23

ウォーキング関係団体、スポーツ推
進委員

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

最 終 評 価現 在 ま で の 評 価
・公認指導員養成講座受講生の募集にあたっては定員を超え
る応募があった。

事 業 の 目 標

実 施 の 方 針

計 画

財 源 の 確 保

各事業の目標値を９０％以上達成

実 施 計 画

実 績

健康推進課

○ウォーキング公認指導員養成事業　388千円
　　　　　　　　　　（うち県補助金150千円）
○ノルディックウォーキング教室事業　147千円

数値目標

取 組 名 ウォーキングリゾートプロジェクト

健康推進課、企画課、生涯学習・人権推進課、
長寿福祉課

公認指導員養成講

座受講生の募集 

公認指導員

養成講座 
ノルディックウォーク普及啓発事業の実施 

成果の検証、次年度に向け

た取り組み 

公認指導員養成講

座受講生の募集 
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関 係 課 関 係 者 実施主体

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

－

◆第１回推進会議　平成２４年６月５日（火）開催

事 業 の 目 標 事業の進捗状況を随時ホームページ等で公開する。 目標に対する達成度 －

事業を推進していく中で連携が必要なものは、随時調整、検
討する。

進 捗 状 況 ・ 実 績
（ 事 業 効 果 ）

現 在 ま で の 評 価 － 最 終 評 価

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

計 画

実 績

実 施 の 方 針

実 施 計 画

東郷池をシンボルとした総合的な観光振興、農林水産業振興、環境施策
及び文化等を推進する。また、活動状況をホームページ等で情報提供す
る。

財 源 の 確 保

既定予算で対応

分　　野

目　　標

24

企画課、町民課、産業振興課、建設水道課
生涯学習・人権推進課、健康推進課

取 組 名 東郷湖活性化プロジェクト推進会議

数値目標

東郷湖活性化プロジェクト推進会議各関係団体

第１回推進会議 ＨＰ更新 第２回推進会議 ＨＰ更新 第３回推進会議 

ＨＰ更新 


